








要約:障害児ケアにおける医療・教育・福祉の連携のあり方を検討すべく、昨年度は東京

A 区における実態を報告した。しかし、地域で障害児が生活をしていく上で、こうしたシ

ステムはライフサイクルからみればまだ一部の時期にしか関わりきれていない。そこで、

現状での問題点をまとめるべく、今回は親の会を通して利用する立場からの意見をきいた。

その結果、①地域における療育に関する情報のシステム化、及びネットワーク化、②療育

関連機関職員の教育のあり方、③障害児子育て情報の収集の必要性などがあげられた。


